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前 奏 黙想

讃 美 歌 15 我らのみかみは

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 イザヤ書 9:1

ルカによる福音書 1:76~80
讃 美 歌 90 ここもかみの

説 教 『 沈黙の闇を恐れない 』

祈 禱

讃 美 歌 390 やさしく友をむかえよ

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

黙 禱

主の祈り 564
頌 栄 540 みめぐみあふるる

祝 禱 後 奏

祭司ザカリアは、天使ガブリエルから「息子ヨハネ」が生まれることを告げられるが(ﾙｶ1:13)、そ

の告知はザカリアの常識的な判断を超える出来事だった(1:18)。天使はザカリアの沈黙を告げ(1:20)、
その通りになり(1:22)、そして息子が誕生すると彼の沈黙は破られて、神を讃美し始めた(1:64)。

「ザカリアはやっと出て来たけれども(主の聖所から)、話すことができなかった～ザカリアは身振

りで示すだけで、口が利けないままだった(1:22)」。なぜザカリアは沈黙を強いられたのか。常識で天

使の御告げを軽んじた(1:18)報いなのか。いやそうではない。跡継ぎの誕生はもちろんのこと、その

子が「エリヤの霊と力で～準備のできた民を主のために用意する(1:17)」ほどの重要人物になるなど、

まったくの想像外だった。そんな神の驚くべき働きかけを前に、一介の祭司がどんな言葉を発せられ

ようか。美辞麗句でいかに神をほめ讃えようとも、そんな賛美は白々しいだけだ。ザカリアの誠実さ

はもう沈黙するよりほかなかった。「語りえぬものについて人は沈黙せねばならぬ(ｳｨｯﾄｹﾞﾝｼｭﾀｲﾝ)」。
ザカリアが板に「この子の名はヨハネ」と書くと、人々はこれを否定的に思うが(1:63)、「たちまち、

ザカリアは口が開き、舌がほどけ、神を賛美し始めた(1:64)」。これは通常の賛美ではない。むしろ沈

黙の極致と言うべきではないか。沈黙せざるを得ないほど神に圧倒され、沈黙が徹底され、沈黙が極

まった上での賛美。ザカリアが発した賛美は「わたしたちはどう祈るべきかを知らないが、〝霊〟自

らが、言葉に表せないうめきをもって執り成してくださる(ﾛﾏ8:26)」ようではなかったろうか。

やがて「洗礼者」となる我が子が生まれると、「ザカリアは聖霊に満たされ、こう預言した(ﾙｶ1:67)」。
「幼子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。主に先だって行き、その道を整え、主の民に罪の

赦しによる救いを、知らせるからである(1:76~77)」。沈黙の暗闇が極まり、ザカリアは聖霊によって

神の計画を自らの声で発し、我が子を祭司として跡継ぎにするような私心は消滅した。「幼子は身も心

も健やかに育ち、イスラエルの人々の前に現れるまで荒れ野にいた(1:80)」。ヨハネがいつの時点で荒

れ野に赴いたかは分からない。荒れ野に隠者共同体があったにせよ、父ザカリアと母エリサベトは不

安の内に、若輩の一人息子ヨハネを送り出すことで、到来するであろう救い主降誕のために仕えた。

「闇の中を歩く民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた(ｲｻﾞﾔ9:1)」。この

預言はそのまま「闇の中、死の陰」にいる者への「大いなる光」を語っているが、ザカリアとその妻

エリサベトはその典型であろう。いや、もっと言えば、ヨセフとマリア、東方の占星術学者や野宿す

る羊飼いも、これから闇の中で「大いなる光」を見る者。荒れ野に隠棲した洗礼者ヨハネは「光では

なく、光について証しをするために来た(ﾖﾊﾈ1:8)」。そして「その光は、まことの光で、世に来てすべ

ての人を照らすのである(1:9)」。キリストの光は、一人も漏らさず「すべての人を」照らす。

私たちもザカリアのように沈黙することがあるだろう。「語りえぬ」神の御心をこの身に受けて。そ

んな沈黙を歓迎したい。それは私たちにとって闇であり、無であり、混沌かもしれない(創世 1:2)。だ

が私たちは闇の中を歩くことを恐れない。そこに「大いなる光」を見るからだ(ｲｻﾞﾔ9:1)。歩きうる闇

に留まらない。やがて「死の陰に住む」時を迎えても、私たちにはキリストの光が輝くだろう(9:1)。
一人ひとりが沈黙する じっと聞くことに堪えられず口を開いても 御心を言い当てることはない

聖霊が語らせる私の声で私は気づく 声が先にあり 理解は後に来る 啓示の内に迎え入れられる

11/18(月)召天された土屋允子姉の埋葬式(東京)。11/20(水)1:00～3:00 の教会カフェで 1:30～2:00

聖書のおはなし。11/23(土祝)1:30～4:00 分区信徒大会(山梨英和大学)。「いき」11 月号本日発行。
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